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【Ｑ－２３】

　塩害対策区分Sにおいて、構造形式選定における留意点とはなにか。

【Ａ－２３】

　コンクリート橋の塩害による損傷は、一般に床版橋や箱桁橋に比べＴ桁橋およびⅠ桁橋に多く生
じており、構造各部の損傷でも塩分の付着し易い桁下フランジ隅角部に多く見られる。
　表-1に主桁断面形状選定表、表-2に塩害対策による影響度合いを示す。

プレテンションＴ桁、断面形状が単純で塩分が付着し難いがスラブ橋桁と比較
し重量が増加する。特に、対策区分Ｓ、対策区分Ⅰでは桁長が20mを超えると
重量に伴う運搬上の問題が生じる。（△1）

塩害に対するﾌﾟﾚｷｬｽﾄPCげたの設計・施工資料：(社)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会（平成17年3月）

バルブＴ桁・ＰＣコンポ橋は、対策区分Ｓ、対策区分Ⅰでは桁重量が増加し、下
フランジ隅角部に塩分が付着し易いため、かぶり確保＋ＰＥシース＋塗装鋼材
＋コンクリート塗装のような対策が必要となる。（△2,3）

ポストテンション桁プレテンション桁

スラブ橋桁 Ｔ桁 中空床版橋桁 Ｔ桁 ＰＣコンポ桁 バルブＴ桁

表-1 主桁断面形状選定表

プレテンション桁 ポストテンション桁

スラブ橋桁 Ｔ桁 中空床版橋桁 Ｔ桁 ＰＣコンポ桁 バルブＴ桁

表-2 塩害対策による影響度合い


